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第第 22 章章  
環環境境研研究究・・教教育育

 

本学で進めている環境研究 ・教育の
内容、環境人材育成教育プログラム
の 10 年間の変遷を紹介しています。 
また、環境人材育成教育プログラム
で行っている演習の活動報告も掲
載しています。 
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工学研究科においてエ
ネルギーシステムを中心
に研究され、学内の横断
的組織である「環境教育
研究センター」にも所属
されている横山良平先生
に、主な研究内容や環境
活動について、オンライ
ンでお話を伺いました。 
 

 
Q. 横山先生の主な研究テーマについて教えてくださ
い。 

私は機械工学の中でエネルギーシステム工学とい
う名称を看板にした研究をしています。その中でも、
建物や地域、家庭等における小型の分散型エネルギー
システムを主な研究対象にしています。 

システムとはさまざまな要素が集まったもののこ
とであり、それら全体で何か一つの目的や機能を持っ
ています。多くの研究者は、システムを構成する要素
の特性について研究されていますが、私は、要素の特
性は分かっているものとして、それらが集まったシス
テムの特性を研究しています。具体的には、最適なエ
ネルギーシステムを設計し、合理的に運用 ・制御する
ための研究を行っています（図 2-1 参照）。 

 

 
Q. 環境の観点からどのようなエネルギーシステムの
研究をされていますか。 
 効率が高く環境にも配慮した技術として、コ－ジェ
ネレーションシステムの研究を行ってきました。コ－
(co) は「一緒の、共同の」、ジェネレ ー ション
(generation)は 「発生」という意味があります。このシ
ステムでは、図 2-2 に示すとおり、ガスエンジンを動
かして発電し電気エネルギーを供給するとともに、エ
ンジンからの排ガスの熱を利用して温水や蒸気を作
り熱エネルギーとして供給することができます。 

大規模な発電所では、都市に供給する電気を作る際
に大量の熱も発生しますが、都市から離れていて運搬
中に冷めてしまうため、熱エネルギーを都市に供給す
ることはできません。しかし、建物や地域、家庭等に
おいて分散型の発電システムを導入すると、発電に伴
う熱エネルギーも冷めないうちに有効活用すること
ができ、エネルギーの削減に繋がります。 
 また、CO2 ヒートポンプ給湯システムについて、実
用化の初期の頃から研究してきました。ヒートポンプ
は、従来より家庭用のエアコンでも用いられており、
外気の熱エネルギーを利用することによって電力の
消費量を抑えながら冷暖房することができます。給湯
システムはこの原理を利用して、少ない電力でお湯を
供給するもので、環境にやさしい技術と言えます。 

 
横山 良平教授 
（工学研究科） 

 

図 2-1 エネルギーシステムの設計・運用過程と研究課題 

積極的に学び、 ・ を身につけよう！ 
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図 2-2 研究の対象としたエネルギーシステムの例 
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Q. 横山先生は、2020 年度に大阪で開催される大きな
国際会議で議⾧を務められる予定であったと伺って
いますが、どのような会議だったのですか。 

ECOS （イーコス）2020 という
エネルギーシステムに関する国
際会議です。エネルギーシステ
ムの効率 ・性能(Efficiency)、コス
ト(Cost)、最適化(Optimization)、
シミュレーション(Simulation)、
環境負荷(Environmental Impact)
を対象としており、それらの頭
文字を並べて会議の名称 ʻECOS  ̓
となっています。 

この会議はヨーロッパを中
心に毎年開かれており、2020年
度は 33 回目、日本では 2 回目
の開催予定でしたが、残念ながら新型コロナウイルス
の影響で世界各国から研究者が集まる会議は中止と
なりました。しかし、準備は数年前から行っていまし
たので、その会議で発表される予定だった研究者の論
文は、論文集(プロシーディングス)として出版されま
した。 

Q. 横山先生は環境報告書のサポート教員もされてい
ますが、これまで学内ではどのような環境対策に取り
組んでこられましたか。 
 約 10 年前、学内のエネルギー及び環境に関するプ
ロジェクトが実施されました。そのプロジェクトの一
環として、数年間に亘り中百舌鳥キャンパスの B3 棟
の 1 階～3 階における教室、会議室及び事務室の空調
状態を計測しました。この計測では、空調機の夏季・
冬季における設定温度の頻度分布を調べました。図 2-
3 は、2010～2013 年度の冬季の空調機設定温度の頻
度分布を示しています。このグラフからわかるように
2011 年度は、東日本大震災の影響で省エネが注目され
ていたため、本学でも各部屋の設定温度は 19℃が多く
省エネ傾向が見られました。しかしそれは一時的で、
翌 2012 年度には元の設定温度帯に戻っていました。 

消費者が最終的にエネルギーを使用する量のこと
を最終エネルギー消費量といいます。その消費量の削

減がエネルギーの節約にとても重要になりますが、前 
述の計測結果が示しているとおり、削減には強い省エ 
ネ意識が必要となり、私たち消費者が取り組むべき大
きな課題の 1 つだと考えます。 

Q. 今後社会に出る府大生に向けたメッセージをお願
いします。 
 社会に出るとさまざまな問題に対応していく必要
があり、一つの知識だけでなく、幅広い知識が要求さ
れます。そのため、自分の専門科目以外にもさまざま
なことに素朴な疑問を抱き、幅広い知識を積極的に学
ぶことで、総合力を身に付けていってほしいです。 

また、社会に出てからの問題は、答えが定かでない
ものが多いです。そのため、自ら考えて結論を出し、
さらにそれが正しいか、あるいは最良かを最終的に判
断する必要があります。卒業論文や大学院における研
究を通して自分で考える経験を積み重ね、複雑な問題
に対処できる判断力も習得してほしいと思います。 

 
ーーイインンタタビビュューーをを終終ええててーー  

 近年、エネルギー削減や省エネが注目されている中
で、一人ひとりの最終エネルギー消費量の削減が大き
なエネルギー節約になるという話が印象的でした。エ
ネルギー削減に向けて私たちは何ができるか、考えて
いきたいと思います。ま
た、横山先生のメッセージ
に沿って、これからさまざ
まな知識に触れ経験を重
ねて、困難な問題に対応し
ていく「総合力、判断力」
を身に付けられるよう、努
力していきます。  

  

ECOS2020 の 
パンフレット（抜粋） 

 

図 2-3 冬季における空調機設定温度の頻度分布 

担当：藤田 直己、丸井 恵理加 
(E~きゃんぱすの会) 
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はユネスコを中
心として国際的な取り
組みが進められていま
す。わが国における
ESD の推進に先駆的な
役割を果たされ、学内
では 2015～2018 年度
に副学⾧を務められた
吉田敦彦先生にお話を
伺いました。 
 

 
Q. 吉田先生の主な研究分野やテーマについてお聞か
せください。  
 私は、そもそも人間とはどのような存在なのか、人
間観にまで遡って教育のあり方について根本的に考
える 「教育哲学」や 「教育人間学」を専門としていま
す。 
 教育学と聞くと学校の先生になるための学問という
印象を持たれる人が多いですが、教育学は人が人間ら
しい人間として幸せに生きていくために、周りの人々
とどのように関わっていくべきか考える広範な学問
分野です。 
 
Q. 吉田先生が ESD に取り組まれるようになった契機
は何ですか。 
 私が教育学を学び始めた頃には、「人間中心」の教育
はポジティブな意味で用いられていました。しかし今
では、「人間中心」の考え方は人間の繁栄だけを追求す
るため、周囲の生態系を傷つけ環境を破壊すると指摘
されるようになりました。 

1992 年にブラジルで開かれた地球サミットの後、
「人間中心」の教育のあり方を変えていかなければ世
界は持続不可能になってしまうという声が高まり、ホ
リスティック教育ビジョン宣言が出されました。 

ホリスティック教育とは、人間を全人的に、かつ社
会や自然との関わりから領域横断的な立場など総合

的に近代教育を捉え直すもので、ESD の基本となる考
え方です。 

私はその宣言の冒頭に書かれた「生態系の病と教育
の病、両者の病の根は同じところにある」という一節
に心を掴まれ、その後、ESD やホリスティック教育に
ついて研究するようになりました。 
 
Q. ESD はその後どのように展開していったのでしょ
うか。 

環境問題や自然保護、環境教育に関心が高まる一方、
その解決には、それと対立しがちな社会の開発や発展
のあり方を問うことが必要だという気付きが深まっ
ていきました。 

2002 年のヨハネスブルグサミットでは、日本の小泉
首相が国際社会に 「持続可能な開発」というコンセプ
トの重要性を訴え、ESD を提唱しました。その結果、
ユネスコがイニシアティブを取り、2005 年から 「ESD
の 10 年」を始めることになりました。 
 私は 2005 年 3 月、国立教育政策研究所と文部科学
省が主催し、 「ESD の 10 年」のキックオフとなったシ
ンポジウムで司会を務めました。そこには 「環境教育」、
「開発教育」、「人間の価値観の教育」の 3 分野の専門
家がパネリストとして参加され、私はそれら異なる分
野の専門家の考えをホリスティックな観点からまと
めるモデレーターの役割を果たしました。 
 
Q. ESD と SDGs の関係について教えてください。 

持続可能な開発が重要であるとする ESD の考え方
は、教育界だけでなく政治や経済などにも浸透して、
SDGs に発展しま
した。 

ESD には環境、
経済、社会の三本
柱があり、それを
文化が支えていま
す（右図 2-4 参
照）。これらを領
域横断的に捉えることが非常に重要になってきます。 

 
～持続可能な開発のための教育（ ）の重要性～ 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

吉田 敦彦教授 
（人間社会システム科学研究科） 

図 2-4  ESD の 3 本柱とそれを支える文化 
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元気 生き生き 女性研究者支援
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達成に向けての取り組み
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本学大学院の科目「国際環境
学特論」では外部講師として関
西電力株式会社の長瀬司さんに
授業を行っていただいていま
す。その授業を聴講し、お話を伺
いました。 
 
 
 
 
Q. 「国際環境学特論」の授業をされた際の感想をお教
えください。  
この授業を通じて、学生の皆さんと世界や日本が直
面している課題や今後の展望を共有し、ありたい姿に
ついて一緒になって議論できたことは、非常に有意義
な経験、時間であったと考えています。 
また、人々の暮らしや産業活動に不可欠な電力を扱
い、環境問題と密接な関係にある電力会社の環境への
取り組み、目指す方向性について理解を深めていただ
いたと考えています。 
 
Q. 今後、社会に出ていく学生は環境問題をどのように
捉えていくべきでしょうか。 
地球規模になって
いる環境問題に対し、
異常気象の発生、海面
上昇など、どこか遠い
話のように捉えてい
る方も多いと思いま
す。しかし、そうした
気候変動の原因が「人
間の活動」によるもの
であることを忘れて
はなりません。学生の皆さんには環境問題を「自分ご
と化」し、小さなことをコツコツと取り組むことにチ
ャレンジしてほしいです。 
また、社会に出ると多種多様な組織に属し、利益追
求など様々なミッションを課されると思いますが、環 

 
 

境問題に対して皆さんが根底に持っておくべき視点は
いたってシンプルだと思っています。 ‘もったいない
ことをしていないか’ ということです。「一人一人が」、
「少しずつでも」、「継続的に」環境問題に取り組んで
いくマインド、姿勢を持つことが大切だと考えていま
す。 
 
Q. 環境人材育成教育プログラムで学ぶ学生にメッセ
ージをお願いします。 
気候変動対応は、営利企業、自治体、非営利団体な
どあらゆるフィールドで喫緊の課題となっており、そ
の問題解決に主体的にチャレンジする人材が求められ
ていると思います。 
大阪府立大学が実践している産学官との協働を通じ
た環境マインドの育成やスキル習得は、必ずや社会に
出て即戦力として活躍できるものと確信しています。
是非、今後もこの環境人材育成教育プログラムを一層
拡大、充実されることを切に願っています。 
そして、このプログラムで学んだことを学生の皆さ
んは誇りに思い、これからも励んでいただきたいと考
えています。 
 

ーーイインンタタビビュューーをを終終ええててーー  

 環境問題が国際的
に取り上げられ、カ
ーボンニュートラル
な社会の実現を目指
す動きが推進されて
いることは以前より
知っていましたが、
目標達成に向けて何
を実践していくべき
なのかを考えたこと
はあまりありませんでした。今回の授業聴講とインタ
ビューを通して、たとえ小さなことでも、私たち一人
一人が少しずつ心掛けることが重要なのだと実感しま
した。 

担当：日下 安里紗（E~きゃんぱすの会）

関西電力株式会社
経営企画室 
長瀬 司グループリーダー

インタビューの様子「国際環境学特論」の
授業の様子 

環境人材育成教育プログラムの現場から（国際環境学特論）  
学んだことを誇りに
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2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 計
環境・生命・倫理 140 155 266 343 333 244 278 305 300 104 104 113 2,685
環境学と社会科学への招待 76 125 220 286 305 228 400 298 271 101 107 106 2,523
自然環境学概論 48 81 178 231 229 176 165 196 271 102 107 121 1,905
地域環境活動演習 － 11 19 42 38 37 22 12 21 23 15 19 259
国際環境学特論 24 26 25 21 14 26 64 42 31 19 30 13 335
環境コミュニケーション特論 12 17 17 18 7 15 26 13 19 10 7 6 167
国際環境活動特別演習 － 11 13 13 13 6 14 19 9 17 7 3 125

科目名　　　　　　　　　　　　年度

学域
（学部）

大学院
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グループ

年度 テーマ 人 テーマ 人 テーマ 人 テーマ 人 テーマ 人 テーマ 人 テーマ 人 テーマ 人 テーマ 人

2011 3 2 3 3 4 11

2012 4 3 4 4 4 5 19

2013 7 7 7 7 7 7 6 42

2014 5 5 5 4 5 5 5 4 8 38

2015 7 6 6 6 6 6 6 37

2016 4 5 5
長野県の地
下水調査 4 4 5 22

2017 3 3 3 3 4 12

2018 4 5 5 4 3 5 21

2019 5 5 4
防災井戸調

査 4 5 5 23

2020 2 4 2 2 5 5 15

2021 5 4 4 2 4 5 19
人数計 49 49 48 18 16 37 15 10 17 58 259

人数
累計

E～とこ
ツアー ため池環境

調査

小中高の校
歌分析

ディス
カッショ
ンの実践

環境啓発活
動の実践

北田・山本G上柿G

小学校に
おける環
境教育の
実践

防災の考え
方

中百舌鳥
キャンパ
スにおけ
る生物調
査等

堺市、富
田林市等
における
各種環境
調査、環
境活動の
実践

りんくう
公園にお
ける環境
教育イベ
ント

大塚G 平井・上田G 後藤G 大阪ガスG G数
計

環境報告
書の作成

遠藤G 數井G
（府立環農水研）

福永G

グループ

年度 テーマ 人 テーマ 人 テーマ 人 テーマ 人

2011 3
ハロン湾
水質調査 4 4 3 11

2012 5 4 4 3 13

2013 5 3 5 3 13

2014 4 5 4 3 13

2015 2 4 2 6

2016 5 5 4 3 14

2017 6 5 5
ハロン湾環
境保全調査 3 4 19

2018 4 3 2 3 9

2019 5 6 6 3 17

2020 国内活動 3 国内活動 4 2 7

2021 国内活動 3 1 3
人数計 37 40 45 3 30 125

人数
累計

G数
計

新井G

ハロン湾に
おけるマン
グローブ植
林活動

ハロン市
等におけ
る小学校
等の環境
教育

ホーチミ
ン市にお
ける大気
汚染調査ハロン湾に

おけるマン
グローブ植
林活動

北宅G 竹中G 大塚G
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2011 3 2 3 3 4 11

2012 4 3 4 4 4 5 19

2013 7 7 7 7 7 7 6 42

2014 5 5 5 4 5 5 5 4 8 38

2015 7 6 6 6 6 6 6 37
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長野県の地
下水調査 4 4 5 22

2017 3 3 3 3 4 12

2018 4 5 5 4 3 5 21

2019 5 5 4
防災井戸調
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2020 2 4 2 2 5 5 15

2021 5 4 4 2 4 5 19
人数計 49 49 48 18 16 37 15 10 17 58 259
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累計

E～とこ
ツアー ため池環境

調査

小中高の校
歌分析

ディス
カッショ
ンの実践

環境啓発活
動の実践

北田・山本G上柿G

小学校に
おける環
境教育の
実践

防災の考え
方

中百舌鳥
キャンパ
スにおけ
る生物調
査等

堺市、富
田林市等
における
各種環境
調査、環
境活動の
実践

りんくう
公園にお
ける環境
教育イベ
ント

大塚G 平井・上田G 後藤G 大阪ガスG G数
計

環境報告
書の作成

遠藤G 數井G
（府立環農水研）

福永G

グループ

年度 テーマ 人 テーマ 人 テーマ 人 テーマ 人

2011 3
ハロン湾
水質調査 4 4 3 11

2012 5 4 4 3 13

2013 5 3 5 3 13

2014 4 5 4 3 13

2015 2 4 2 6

2016 5 5 4 3 14

2017 6 5 5
ハロン湾環
境保全調査 3 4 19

2018 4 3 2 3 9

2019 5 6 6 3 17

2020 国内活動 3 国内活動 4 2 7

2021 国内活動 3 1 3
人数計 37 40 45 3 30 125

人数
累計

G数
計

新井G

ハロン湾に
おけるマン
グローブ植
林活動

ハロン市
等におけ
る小学校
等の環境
教育

ホーチミ
ン市にお
ける大気
汚染調査ハロン湾に

おけるマン
グローブ植
林活動

北宅G 竹中G 大塚G
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大崎上島に渡る船上にてプロットした
6地点で測定を行った 水深・透明度測定の様子
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（上）交通量調査の様子
（右）サンプリング装置
（左）グループ3人で装置のセットをしている様子

～～～
～～

フィルターパック本体
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